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ラインは、横軸近い順で、それぞれ短期曲げ耐力及び、

材料の実強度を用いて参考文献 1 と 2 により算出した曲
げ降伏耐力、曲げ終局耐力である。 
4.1 変形性状 
 図 4 のそれぞれの◇に示された荷重時、両試験体の両
側の接合部とも周辺 PCa 母材にひび割れが発生した。曲
げモーメントによる主筋の引張力が PCa 母材に伝達でき
たと考えられる。その後にも安定的に荷重が増加し、鉄

筋降伏に至ると塑性性状を表した。 
500-D19 の最大変形角は 1/61rad に達し、その時の曲げ
モーメントが最大値の約 67％になったが、短期許容曲げ
耐力以上を保っていた。700-D19 も部材変形角 1/97rad ま
で加力を続けた。その時の曲げモーメントが最大値の約

70％で、同じく短期許容曲げ耐力以上を保っていた。 
4.2 耐力 
 両試験体の両側の接合部とも、最大曲げモーメントは、

水平ラインで表した参考文献 1 と 2 により算出した曲げ
降伏耐力、曲げ終局耐力を超えた。最大曲げモーメント

対曲げ終局耐力の比は、500-D19 が 1.28、700-D19 が 1.31
であった。 
4.3 終局性状 
 両試験体とも、鉄筋の降伏により塑性変形の進行で終

局を向かえた。せん断力により接合部のズレが見られな

かった。力伝達の役を担うスタッドボルト及び周辺には

目立った変形や亀裂がなかった。接合に必要な性能には

十分満たしたと考えられるが、今回の実験ではその働き

を定量的把握することができなかった。 
5.まとめ 
本実験を通して、以下の知見が得られた。 
① スタッドボルトを介した住宅用 PCa 基礎梁の接合形式
は、力伝達ができ、かつ安定した変形性能を有した。 

② 接合部の曲げせん断性能は、参考文献 1 と 2 による短
期許容曲げ耐力、曲げ終局耐力を有し、それらに従っ

て設計することができる。 
本研究は、東京理科大学松崎育弘名誉教授、千葉工業

大学中野克彦教授の指導を受けまして、ここに記して謝

意を表します。 
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図 4 応力-変位などの実験結果 

◇：ひび割れ発生 M=25.9kN・m、Q=30.9kN（δ=-0.1㎜） 
M=-13.3kN・m、Q=-15.3kN（δ=0.2㎜） 

○：最大荷重   M=54.1kN・m、Q=65.9kN（δ=-2.3㎜）， 
M=-54.4kN・m、Q=-71.5kN（δ=5.1㎜） 

△：最大変形   M=-36.0kN・m、Q=-44.1kN（δ=25.5㎜） 
―：曲げ降伏耐力（RC規準） M=±41.4kN・m、Q=±53.1kN 
―：曲げ終局耐力（解説書） M=±42.6kN・m、Q=±54.6kN 
―：短期許容曲げ耐力 M＝±33.7kN・m、Q＝±43.3kN 
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◇：ひび割れ発生 M=15.8kN・m、Q=18.4kN（δ=0.2㎜） 
M=-13.9kN・m、Q=-15.0kN（δ=0.3㎜） 

□：部材降伏   M=52.4kN・m、Q=64.8kN（δ=4.3㎜） 
○：最大荷重   M=53.9kN・m、Q=67.2kN（δ=5.1㎜）， 

M=-54.6kN・m、Q=-66.5kN（δ=-1.4㎜） 
△：最大変形   M=42.4kN・m、Q=52.2kN（δ=10.2㎜） 
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◇：ひび割れ発生 M=50.3kN・m、Q=39.1kN（δ=-0.7㎜） 
M=-14.4kN・m、Q=-9.6kN（δ=-0㎜） 

□：部材降伏   M=-72.6kN・m、Q=58.9kN(δ=6.3㎜) 
○：最大荷重   M=81.1kN・m、Q=65.1kN（δ=-2.6㎜）， 

M=-83.9kN・m、Q=-68.5kN（δ=13.2㎜） 
△：最大変形   M=-57.1kN・m、Q=-45.8kN（δ=24.3㎜） 
―：曲げ降伏耐力（RC規準） M=±62.4kN・m、Q=±52.8kN 
―：曲げ終局耐力（解説書） M=±64.2kN・m、Q=±54.4kN 
―：短期許容曲げ耐力 M＝±51.1kN・m、Q＝±43.3kN 
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◇：ひび割れ発生 M=9.9kN・m、Q=6.8kN（δ=-0.1㎜） 
M=-40.2kN・m、Q=-30.5kN（δ=-0.4㎜） 

□：部材降伏   M=75.6kN・m、Q=61.4kN（δ=5.7㎜） 
○：最大荷重   M=80.0kN・m、Q=65.1kN（δ=8.2㎜）， 

M=-85.0kN・m、Q=-68.5kN（δ=-3.3㎜） 
△：最大変形   M=75.4kN・m、Q=61.3kN（δ=16.1㎜） 


